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(57)【要約】
一実施形態において、ウェアラブルアラート装置の実時
間ロケーションを示す情報を記憶するシステムは、地域
内での潜在的危険状態を示す情報を受信し、どのウェア
ラブルアラート装置が地域内にあるかを判断し、地域内
のウェアラブルアラート装置への送信の為にアラートを
出力する。別の実施形態で、システムはウェアラブルア
ラート装置をユーザと関連付けて緊急連絡先についての
連絡先情報を含むユーザプロフィールを記憶し、ウェア
ラブルアラート装置の実時間ロケーションを示す情報と
、ウェアラブルアラート装置のユーザが異常な生理学的
状態を潜在的に体験していることを示す情報とを受信し
、ユーザが異常な生理学的状態を潜在的に体験している
との指示とウェアラブルアラート装置の実時間ロケーシ
ョンとを含むアラートを緊急連絡先への送信の為に出力
する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータ実行方法であって、
　ウェアラブルアラート装置の実時間ロケーションを示す情報を受信することと、
　地域内の潜在的危険状態を示す情報を受信することと、
　前記ウェアラブルアラート装置が前記地域内にあるかどうかを判断することと、
　前記ウェアラブルアラート装置が前記地域内にあるとの判断を受けて前記ウェアラブル
アラート装置への送信の為に通信ネットワークへアラートを出力することと、
を包含するコンピュータ実行方法。
【請求項２】
　前記潜在的危険状態を示す前記情報が環境センサから受信される、請求項１に記載の方
法。
【請求項３】
　前記環境センサが前記ウェアラブルアラート装置に含まれる、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションを示す情報の受信が、
　　前記ウェアラブルアラート装置の実時間ロケーションを示す情報を反復的に受信する
ことと、
　　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションを反映するように装置ロケ
ーションデータベースを自動的かつ反復的に更新することと、
を包含する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションが前記ウェアラブルアラート
装置により判断される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションがネットワーク装置により判
断される、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ウェアラブルアラート装置がポータブル電子装置と無線で通信し、前記ポータブル
電子装置のロケーションに基づいて前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーシ
ョンが判断される、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　各々がウェアラブルアラート装置をユーザと関連付ける複数のユーザプロフィールを記
憶すること、
をさらに包含する、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記ユーザプロフィールがユーザ選好も含み、
　ユーザの前記ユーザ選好がアラートを受信する選好を示すかどうかを前記潜在的危険状
態に基づいて判断することと、
　前記ユーザと関連する前記ウェアラブルアラート装置が前記地域内にあって前記ユーザ
と関連する前記ユーザ選好がアラートを受信する選好を示すとの前記潜在的危険状態に基
づく判断を受けて、前記ユーザと関連する前記ウェアラブルアラート装置への送信の為に
前記アラートを出力することと、
をさらに包含する方法である、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　ユーザの為の個別アラートをサードパーティサービスから受信することと、
　前記ユーザと関連する前記ウェアラブルアラート装置を判断することと、
　前記ユーザと関連する前記ウェアラブルアラート装置への送信の為に前記個別アラート
を通信ネットワークへ出力することと、
をさらに包含する、請求項８に記載の方法。
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【請求項１１】
　一つ以上のデータベースであって、
　　ウェアラブルアラート装置の実時間ロケーションと、
　　地域内の潜在的危険状態と、
を示す情報を記憶する一つ以上のデータベースと、
　解析ユニットであって、
　　前記ウェアラブルアラート装置が前記地域内にあるかどうかを判断して、
　前記ウェアラブルアラート装置が前記地域内にあるとの判断を受けて前記ウェアラブル
アラート装置への送信の為に通信ネットワークへアラートを出力する、
解析ユニットと、
を包含するシステム。
【請求項１２】
　前記潜在的危険状態を示す前記情報が環境センサから受信される、請求項１１に記載の
システム。
【請求項１３】
　前記環境センサが前記ウェアラブルアラート装置に含まれる、請求項１２に記載のシス
テム。
【請求項１４】
　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションを反映するように前記一つ以
上のデータベースが自動的かつ反復的に更新される、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションが前記ウェアラブルアラート
装置により判断される、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションがネットワーク装置により判
断される、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記ウェアラブルアラート装置がポータブル電子装置と無線で通信し、前記ポータブル
電子装置のロケーションに基づいて前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーシ
ョンが判断される、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記一つ以上のデータベースが、各々がウェアラブルアラート装置をユーザと関連付け
る複数のユーザプロフィールを記憶する、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記ユーザプロフィールがユーザ選好も含み、
　前記解析ユニットが、
　　ユーザの前記ユーザ選好がアラートを受信する選好を示すかどうかを前記潜在的危険
状態に基づいて判断して、
　　前記ユーザと関連する前記ウェアラブルアラート装置が前記地域内にあって前記ユー
ザと関連する前記ユーザ選好がアラートを受信する選好を示すとの前記潜在的危険状態に
基づく判断を受けて、前記ユーザと関連する前記ウェアラブルアラート装置への送信の為
に前記アラートを出力する、
請求項１８に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記一つ以上のデータベースが、サードパーティサービスからの前記ユーザの一人の為
の個別アラートを記憶し、
　前記解析ユニットが、
　　前記ユーザと関連する前記ウェアラブルアラート装置を判断し、
　　前記ユーザと関連する前記ウェアラブルアラート装置への送信の為に前記個別アラー
トを通信ネットワークへ出力する、
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請求項１８に記載のシステム。
【請求項２１】
　コンピュータ実行方法であって、
　ウェアラブルアラート装置をユーザと関連付けるユーザプロフィールを記憶することで
あって、前記ユーザプロフィールが緊急連絡先についての連絡先情報を含むことと、
　前記ウェアラブルアラート装置の実時間ロケーションを示す情報を受信することと、
　前記ウェアラブルアラート装置の前記ユーザが異常な生理学的状態を潜在的に体験して
いることを示す情報を前記ウェアラブルアラート装置から受信することと、
　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションを含むアラートと、前記ウェ
アラブルアラート装置の前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体験していると
の指示とを、前記緊急連絡先への送信の為に通信ネットワークへ出力することと、
を包含する、コンピュータ実行方法。
【請求項２２】
　前記ウェアラブルアラート装置が、前記ユーザの一つ以上の生理学的パラメータを判断
する一つ以上の生理学的センサを含み、
　前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体験しているとの判断が、前記一つ以
上の生理学的パラメータに基づく、
請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記ウェアラブルアラート装置が、前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体
験していると前記一つ以上の生理学的パラメータに基づいて判断し、
　前記ウェアラブルアラート装置が、前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体
験していることを示す前記情報を一つ以上のサーバへの送信の為に通信ネットワークへ出
力し、
　前記一つ以上のサーバが前記アラートを出力する、
請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記ウェアラブルアラート装置が、前記一つ以上の生理学的パラメータを前記一つ以上
のサーバへの送信の為に通信ネットワークへ出力し、
　前記一つ以上のサーバが、前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体験してい
ると前記一つ以上の生理学的パラメータに基づいて判断し、
　前記一つ以上のサーバが前記アラートを出力する、
請求項２２に記載の方法。
【請求項２５】
　前記一つ以上の生理学的パラメータが、体温、心拍数、脳活動、筋肉運動、発汗量、血
圧、パルスオキシメトリ、血液成分、呼吸数、皮膚電位、又は脳波を包含する、請求項２
２に記載の方法。
【請求項２６】
　前記ウェアラブルアラート装置が、地面に対する前記ユーザの位置を判断する一つ以上
の位置センサを含み、
　前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体験しているとの前記判断が、前記地
面に対する前記ユーザの前記位置に基づく、
請求項２１に記載の方法。
【請求項２７】
　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションを示す前記情報の受信が、
　　前記ウェアラブルアラート装置の実時間ロケーションを示す情報を反復的に受信する
ことと、
　　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションを反映するように装置ロケ
ーションデータベースを自動的かつ反復的に更新することと、
を包含する、請求項２１に記載の方法。
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【請求項２８】
　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションが前記ウェアラブルアラート
装置により判断される、請求項２１に記載の方法。
【請求項２９】
　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションがネットワーク装置により判
断される、請求項２１に記載の方法。
【請求項３０】
　前記ウェアラブルアラート装置がポータブル電子装置と無線で通信し、前記ポータブル
電子装置のロケーションに基づいて前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーシ
ョンが判断される、請求項２１に記載の方法。
【請求項３１】
　ウェアラブルアラート装置をユーザと関連付けるユーザプロフィールを記憶するユーザ
プロフィールデータベースであって、前記ユーザプロフィールが緊急連絡先についての連
絡先情報を含む、ユーザプロフィールデータベースと、
　前記ウェアラブルアラート装置の実時間ロケーションを示す情報を記憶する装置ロケー
ションデータベースと、
　解析ユニットであって、
　　前記ウェアラブルアラート装置の前記ユーザが異常な生理学的状態を潜在的に体験し
ていることを示す情報を前記ウェアラブルアラート装置から受信し、
　　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションを含むアラートと、前記ウ
ェアラブルアラート装置の前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体験している
との指示とを前記緊急連絡先への送信の為に通信ネットワークへ出力する、
解析ユニットと、
を包含するシステム。
【請求項３２】
　前記ウェアラブルアラート装置が、前記ユーザの一つ以上の生理学的パラメータを判断
する一つ以上の生理学的センサを含み、
　前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体験しているとの判断が、前記一つ以
上の生理学的パラメータに基づく、
請求項３１に記載のシステム。
【請求項３３】
　前記ウェアラブルアラート装置が、前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体
験していると前記一つ以上の生理学的パラメータに基づいて判断し、
　前記ウェアラブルアラート装置が、前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体
験していることを示す前記情報を前記解析ユニットへの送信の為に通信ネットワークへ出
力する、
請求項３２に記載のシステム。
【請求項３４】
　前記ウェアラブルアラート装置が、前記一つ以上の生理学的パラメータを前記解析ユニ
ットへの送信の為に通信ネットワークへ出力し、
　前記解析ユニットが、前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体験していると
前記一つ以上の生理学的パラメータに基づいて判断する、
請求項３２に記載のシステム。
【請求項３５】
　前記一つ以上の生理学的パラメータが、体温、心拍数、脳活動、筋肉運動、発汗量、血
圧、パルスオキシメトリ、血液成分、呼吸数、皮膚電位、又は脳波を包含する、請求項３
２に記載のシステム。
【請求項３６】
　前記ウェアラブルアラート装置が、前記地面に対する前記ユーザの位置を判断する一つ
以上の位置センサを含み、
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　前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体験しているとの判断が、前記地面に
対する前記ユーザの前記位置に基づく、
請求項３１に記載のシステム。
【請求項３７】
　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションを反映するように前記装置ロ
ケーションデータベースが自動的かつ反復的に更新される、請求項３１に記載のシステム
。
【請求項３８】
　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションが前記ウェアラブルアラート
装置により判断される、請求項３１に記載のシステム。
【請求項３９】
　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションがネットワーク装置により判
断される、請求項３１に記載のシステム。
【請求項４０】
　前記ウェアラブルアラート装置がポータブル電子装置と無線で通信し、前記ウェアラブ
ルアラート装置の前記実時間ロケーションが前記ポータブル電子装置のロケーションに基
づいて判断される、請求項３１に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（関連出願の相互参照）
　本出願は、２０１６年５月１７日に出願された米国仮特許出願第６２／３３７，６４８
号と、２０１６年２月２３日に出願された米国仮特許出願第６２／２９８，７９４号と、
２０１６年１月４日に出願された米国仮特許出願第６２／２７４，６８５号との優先権を
主張し、その内容全体が参照により本明細書に組み込まれる。本出願はまた、２０１５年
１２月２７日に出願された米国特許出願第１４／９７９，４３４号と、２０１４年１２月
２４日に出願された米国仮特許出願第６２／０９６，６３１号と、２００６年１月１９日
に出願された米国特許第８，２２９，４６７号と、２０１１年３月３１日に出願された米
国特許第８，６１１，９２７号にも関連し、その内容全体が参照により本明細書に組み込
まれる。
【０００２】
　この発明は、ウェアラブルアラートシステムに関する。
【背景技術】
【０００３】
　スマートフォンのようなハンドヘルド多機能装置は、無数の利点を提供する。しかしな
がらハンドヘルド多機能装置は、幾つかの欠点を有している。機能性及び処理能力の向上
（そしてサイズ及び重量の軽減）はすべて、バッテリ寿命を短縮する。一方で、ポケット
や財布に保管される装置は、センサを介し連続的にユーザを監視するか、たいていの事例
では（例えば触覚フィードバックを介して）直ちに又は常にユーザに警告することができ
ない。さらに、ハンドヘルド多機能装置は、製造及び購入の費用が高く、一部のユーザは
、新機種が発売されるたびに装置を頻繁に交換するのではなく古い機能性又は特徴を持つ
旧モデルを使用することになる。
【０００４】
　ハンドヘルド多機能装置と比較すると、ユーザの衣類又は身体に装用可能な装置は、持
ち運びが面倒でなく、対話が容易で、破損や紛失や盗難の機会が少なく、センサを介し連
続的にユーザを監視でき、（例えば触覚フィードバックを介して）直ちにかつ常にユーザ
に警告できる。一方で、提供する特徴の少ないウェアラブル装置は、ハンドヘルド多機能
装置よりも低コストで製造され、新品の装置を購入するか既存の装置を交換することがユ
ーザにとって容易となる。最後に、提供する特徴の少ないウェアラブル装置、（光、風、
変形、及び／又はユーザの運動エネルギーからの）エネルギーを捕捉及び蓄積するエナジ
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ーハーベスティング装置を含むウェアラブル装置は特に、ハンドヘルド多機能装置よりも
長いバッテリ寿命を有しうる。ユーザの身体に埋め込まれるのに充分なほど小型である、
及び／又は可撓性を備える装置は、ユーザの衣類又は身体に装用可能である装置よりも持
ち運びと対話がさらに容易である。加えて、埋め込み式の装置は、破損、紛失または盗難
の傾向がさらに少ない。
【０００５】
　ウェアラブル装置（装用可能であるかユーザの衣類又は身体に埋め込み可能であるもの
）は、ユーザの実時間（又は準実時間）ロケーションを自動的及び／又は連続的に監視す
るのに使用されうる。一方で、クラウドベースのソフトウェアアプリケーションは、潜在
的危険状態（例えば気象状態、治安状態、及び／又は環境状態）に関する情報及び予測を
含む異なるロケーションでの状態についての実時間データ及び予測データの拡張アレイに
アクセスして処理及び出力する潜在能力を有する。したがって、ウェアラブル装置が潜在
的危険状態の地域内のロケーションにあるとの判断を受けてユーザにアラートを出力する
システムの必要がある。
【０００６】
　加えて、ウェアラブル装置の使用の簡易性と生理学的センサを介してユーザの生理学的
状態を連続的に監視する能力のため、緊急連絡先の連絡先情報を含めて遠隔的に記憶され
たユーザプロフィールと、生理学的センサを含むウェアラブル装置をペアにして、ユーザ
が異常な生理学的状態を潜在的に体験しているとの指示と、ウェアラブルアラート装置の
実時間ロケーションとを含む緊急連絡先への送信の為のアラートを出力するシステムの必
要がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、背景技術の課題を解決するためのものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　先行技術における以上および他の欠点を克服するため、例示的実施形態が提供される。
【０００９】
　例示的な一実施形態において、システムは、ウェアラブルアラート装置の実時間ロケー
ションを示す情報を記憶し、地域内の潜在的危険状態を示す情報を受信し、どのウェアラ
ブルアラート装置が地域内にあるかを判断し、地域内のウェアラブルアラート装置への送
信の為に通信ネットワークへアラートを出力する。
【００１０】
　別の例示的実施形態において、システムは、ウェアラブルアラート装置をユーザと関連
付けて緊急連絡先についての連絡先情報を含むユーザプロフィールを記憶し、ウェアラブ
ルアラート装置の実時間ロケーションを示す情報と、ウェアラブルアラート装置のユーザ
が異常な生理学的状態を潜在的に体験していることを示す情報とを受信し、ユーザが異常
な生理学的状態を潜在的に体験しているとの指示とウェアラブルアラート装置の実時間ロ
ケーションとを含む緊急連絡先への送信の為のアラートを出力する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
　例示的実施形態の態様は、添付図面を参照するとより良く理解される。図面の構成要素
は必ずしも一定の縮尺によるものではなく、むしろ例示的実施形態の原理を説明すること
に重点が置かれている。
【図１】本発明の例示的実施形態によるウェアラブルアラート装置のブロック図である。
【図２】本発明の例示的実施形態によるウェアラブルアラートシステムのアーキテクチャ
を説明する図である。
【図３】本発明の例示的実施形態によるウェアラブルアラートシステムのブロック図であ
る。



(8) JP 2019-507449 A 2019.3.14

10

20

30

40

50

【図４】本発明の例示的実施形態による、アラートを出力するためのプロセスを説明する
フローチャートである。
【図５】本発明の例示的実施形態による、緊急連絡先へアラートを出力するためのプロセ
スを説明するフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　さて、本発明の例示的実施形態の様々な図を示す図面が参照される。図面と図面の説明
において、ある用語は簡便性のみの為に使用され、本発明の実施形態を限定するものと解
釈されてはならない。さらに、図面と以下の説明において、同様の数字は常に同様の要素
を指す。
【００１３】
　図１は、本発明の例示的実施形態によるウェアラブルアラート装置１００のブロック図
である。ウェアラブルアラート装置１００は、処理ユニット１１０と送信器１２０と受信
器１３０と一つ以上のアンテナ１２３とメモリ１４０と電源１５０と出力装置１６０とを
含む。ウェアラブルアラート装置１００は、エナジーハーベスティング装置１５２、一つ
以上の位置センサ１７０、一つ以上の生理学的センサ１８０、及び／又は一つ以上の環境
センサ１９０ａも含みうる。
【００１４】
　ウェアラブルアラート装置１００は、靴、ズボン、シャツ、ジャケット、リストバンド
、腕時計、メガネ、帽子等のような衣類に組み込まれうる。代替的に、ウェアラブルアラ
ート装置１００はユーザの身体に装用可能である。例えば、ウェアラブルアラート装置１
００は、（ブルートゥース（登録商標）ヘッドセットと同様に）耳の上に装用可能であり
、（補聴器と同様に）耳の中に装用可能であり、（バーチャルリアリティゴーグルやメガ
ネと同様に）目に装用可能である。別の例で、ウェアラブルアラート装置１００は、皮膚
、半永久的電気塗料、一時的可撓性アップリケ等に重ねられる薄膜電子機器を含みうる。
代替的に、ウェアラブルアラート装置１００は、ユーザの身体に埋め込み可能でありうる
。例えば、ウェアラブルアラート装置１００は、骨髄に移植されるか、皮下組織に入れら
れるか、頭蓋骨に縫合されて毛髪で隠されるか、皮膚の上で骨に縫合されるか、飲み込ま
れて装置が消化管を通過する際に一時的に使用されるナノ又はマイクロ装置でありうる。
【００１５】
　処理ユニット１１０は、命令により指定される演算、論理、制御及び入出力（Ｉ／Ｏ）
の操作を実施することによりコンピュータプログラムの命令を実行する何らかの適当な装
置でありうる。この処理ユニット１１０は、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、グラフィック
処理ユニット（ＧＰＵ）等を含みうる。処理ユニット１１０は、単一の半導体チップ又は
一つ超のチップとして具現されうる。
【００１６】
　送信器１２０は、無線周波数信号を発生させこの信号をアンテナ１２３に送ることによ
り情報を無線で送信する何らかの適当な装置でありうる。受信器１３０は、アンテナ１２
３から無線波を受信し、無線波により伝えられる情報を使用可能な形に変換する何らかの
適当な装置でありうる。送信器１２０と受信器１３０とは別々に具現されるか、共通の回
路構成及び／又は単一のハウジングを共有するように組み合わされうる。送信器１２０と
受信器１３０とは、グローバルモバイル通信システム（ＧＳＭ（登録商標））規格、符号
分割多元接続（ＣＤＭＡ）規格、ロングタームエボリューション(long term evolution)
（ＬＴＥ）規格、ワールドワイドインターオペラビリティフォーマイクロウェーブアクセ
ス(worldwide interoperability for microwave access)（ＷｉＭＡＸ）等のような無線
通信規格を用いてセルネットワークと通信しうる。付加的又は代替的に、送信器１２０と
受信器１３０とは、ブルートゥース、８０２．１１規格等のような無線通信規格を用いて
別のポータブル電子装置（例えばスマートフォン、車両等）と通信しうる。
【００１７】
　メモリ１４０は、処理ユニット１１０による実行時に、ここに記載される機能をウェア
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ラブルアラート装置１００に実施させる命令を記憶する何らかの適当な装置でありうる。
メモリ１４０は、ハードディスク、ソリッドステートメモリ等のような非一時的コンピュ
ータ可読記憶媒体を含みうる。
【００１８】
　電源１５０は、処理ユニット１１０、送信器１２０、受信器１３０、メモリ１４０等の
ような、ウェアラブルアラート装置１００のハードウェア要素にエネルギーを供給する何
らかの適当な装置でありうる。電源１５０は例えばバッテリを含みうる。電源１５０は、
エナジーハーベスティング装置１５２を含みうる。エナジーハーベスティング装置１５２
は、電源１５０での蓄積のため外部ソースからエネルギーを捕捉する何らかの適当な装置
でありうる。エナジーハーベスティング装置１５２は例えば、太陽エネルギー及び／又は
周囲光からのエネルギーを捕捉する光電池、風力エネルギーを捕捉する小型風力タービン
、変形時に電圧を発生させる圧電結晶又は繊維（例えば靴のかかとに設置）、ウェアラブ
ルアラート装置１００が動いている間に（例えば電磁発電機での磁石の動きを介して）運
動エネルギーを捕捉する運動エネルギーハーベスタ等を含みうる。
【００１９】
　出力装置１６０は、ユーザにアラートを出力する何らかの適当な装置でありうる。アラ
ートは視覚、聴覚、触覚等によるものである。出力装置１６０は、ユーザに視覚的アラー
トを出力する発光ダイオード（ＬＥＤ）のような光を含みうる。付加的または代替的に、
出力装置１６０は、ディスプレイ（例えば液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、発光ポリマーデ
ィスプレイ（ＬＰＤ）、ＬＥＤディスプレイ、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプ
レイ等）を含みうる。出力装置１６０は、ユーザに可聴アラートを出力するスピーカを含
みうる。出力装置１６０は、触覚又は触感アラートをユーザに提供する発振器又は他の装
置を含みうる。
【００２０】
　位置センサ１７０は、ウェアラブルアラート装置１００の実時間又は準実時間ロケーシ
ョン、速度、加速度、及び／又は配向を判断する何らかの適当な装置を含みうる。位置セ
ンサ１７０は例えば、全地球測位システム（ＧＰＳ）受信器、高度計、加速度計、ジャイ
ロメータ、磁力計、コンパス、傾斜計、装置配向センサ等を含みうる。位置センサ１７０
は、地震計のように地面の動きを判断する一つ以上のセンサも含みうる。
【００２１】
　生理学的センサ１８０は、ユーザの少なくとも一つの生理学的パラメータを判断する何
らかの適当な装置を含みうる。生理学的センサ１８０は、例えば、体温、心拍数、脳活動
、筋肉運動、発汗量、血圧、パルスオキシメトリ、血液成分（例えばインシュリンレベル
、血中アルコール含有量等）、呼吸数、脳波、ヒト神経系の一つ以上の特性（例えば受動
的及び／又は能動的皮膚電位）等を判断しうる。
【００２２】
　環境センサ１９０ａは、異常な、又は潜在的に危険な環境状態を検出する何らかの適当
な装置を含みうる。環境センサ１９０ａは、例えば、花粉数を測定する花粉センサ、粒子
状物質濃度を測定する粒子状物質センサ、有毒ガスの存在を検出する、及び／又は温室効
果ガスの濃度を測定するガスセンサ、日射センサ（例えば全天日射計、純放射計、量子セ
ンサ、直達日射計等）、放射センサ（例えばガイガーカウンタ）等を含みうる。出力装置
１６０は、異常な、又は潜在的に危険な環境状態についての環境センサ１９０ａによる判
断を受けてアラートを出力しうる。付加的に、後で詳述するように、ウェアラブルアラー
ト装置１００は、ウェアラブルアラートシステム３００が近隣の他のユーザにアラートを
出力するように、潜在的に危険な環境状態を示す情報をウェアラブルアラートシステム３
００に出力しうる。
【００２３】
　図２は、本発明の例示的実施形態によるウェアラブルアラートシステムのアーキテクチ
ャ２００を示す図である。アーキテクチャ２００は、一つ以上の通信ネットワーク２３０
を介して複数のウェアラブルアラート装置１００に接続される一つ以上のサーバ２１０及
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び一つ以上の記憶装置２２０を含む。ウェアラブルアラート装置１００は、上述した環境
センサ１９０ａを含みうる。付加的または代替的に、アーキテクチャ２００は、ポータブ
ル装置２８０に組み込まれる固定環境センサ１９０ｂ及び／又は環境センサ１９０ｃを含
みうる。
【００２４】
　一つ以上のサーバ２１０は、ウェアラブルアラートシステムが上述した機能を実施する
ように命令を実行する何らかの適当なコンピューティング装置でありうる。一つ以上のサ
ーバ２１０は、内部記憶手段と処理ユニットとを含みうる。一つ以上の記憶装置２２０は
、ハードディスク、ソリッドステートメモリ等のような非一時的コンピュータ可読記憶媒
体を含みうる。ネットワーク２３０は、インターネット、セルラーネットワーク、ワイド
エリアネットワーク（ＷＡＮ）、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）等の何らかの組
み合わせを含みうる。ネットワーク２３０を介した通信は、有線及び／又は無線接続によ
り具現されうる。
【００２５】
　上述した環境センサ１９０ａと同様に、ポータブル装置２８０に組み込まれる固定環境
センサ１９０ｂ及び環境センサ１９０ｃは、異常な、又は潜在的に危険な環境状態を検出
する何らかの適当な装置を含みうる。固定環境センサ１９０ｂは、米国環境保護庁により
維持管理されるセンサのような自立センサでありうる。ポータブル装置２８０は、携帯電
話、救助隊や兵士用の通信装置等でありうる。ウェアラブルアラート装置１００と同様に
、ポータブル装置２８０は、ポータブル環境センサ１９０の実時間ロケーションを判断す
る一つ以上の位置センサを含みうる。
【００２６】
　ウェアラブルアラート装置１００は、一つ以上のネットワーク２３０と直接的に通信す
るか、一つ以上のネットワーク２３０と通信しうる別のポータブル電子装置（例えばスマ
ートフォン、車両等）と通信しうる。
【００２７】
　図３は、本発明の例示的実施形態によるウェアラブルアラートシステム３００のブロッ
ク図である。ウェアラブルアラートシステム３００は、アラートデータベース３２０と装
置ロケーションデータベース３４０と解析ユニット３６０とを含む。ウェアラブルアラー
トシステム３００は、ユーザプロフィールデータベース３８０も含みうる。
【００２８】
　アラートデータベース３２０は、気象アラート３２２、治安アラート３２４、及び／又
は環境アラート３２６を含む、地域内の潜在的に危険な状態に関する情報を記憶する。ア
ラートデータベース３２０は、単一の有形装置に記憶されるものであれ多数の有形装置に
記憶されるものであれ、整理された情報の集合体でありうる。アラートデータベース３２
０は、例えば一つ以上の記憶装置２２０に記憶されうる。
【００２９】
　気象アラート３２２は、（地域内の潜在的に危険な気象パターンの存在を示す）気象警
報と、（地域内の状態が潜在的に危険な気象パターンの進行を予兆するものであることを
示す）気象監視とを含みうる。気象アラート３２２は例えば、河川洪水警報、雷雨監視ボ
ックス、竜巻監視ボックス、メソスケールでの問題、ポリゴン警告、地域／郡での警報、
天気予報、注意報、監視、異常気象発令、雷警報、雷雨警報、豪雨警報、強風警報、高温
又は低温警報、局所的嵐の報告、及び／又はハリケーン影響予報を含みうる。気象アラー
ト３２２は、急変予報、天候状態の現地調査等を示す情報も含みうる。気象アラート３２
２は、例えば、Ａｃｃｕウェザー(AccuWeather, Inc.)、Ａｃｃｕウェザー・エンタプラ
イズ・ソリューションズ(AccuWeather Enterprise Solutions, Inc.)、（ナショナルウェ
ザーサービス(the National Weather Service)（ＮＷＳ）、ナショナル・ハリケーン・セ
ンター(the National Hurricane Center)（ＮＨＣ）、カナダ環境省、イギリス気象庁、
日本気象庁等のような）政府機関、（ヴァイサラによる米国雷検知ネットワーク、ウェザ
ー・ディシジョン・テクノロジーズ(Weather Decision Technologies, Inc.)のような）
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他の民間企業、（スポッタネットワーク(Spotter Network)の会員のような）個人等から
受信されうる。気象アラート３２２は、潜在的に危険な気象パターンの重大性を示す情報
を含みうる。潜在的に危険な気象パターンの重大性は、潜在的に危険な気象パターンが身
体的危害を引き起こす可能性、及び／又は、潜在的に危険な気象パターンが引き起こしう
る身体的危害の重大性に基づいて判断されうる。
【００３０】
　治安アラート３２４は、潜在的に危険な治安状態を示す情報でありうる。治安アラート
３２４は、警察、消防署、及び／又は他の救助隊、武装機関（例えば軍隊、州兵、湾岸警
備隊等）と民間防衛機関（例えば国土安全保障省）のような政府機関（例えば連邦、州、
郡、市等）、公共又は民間公益企業（例えば地域内の停電アラート）等から受信されうる
。治安アラート３２４は、潜在的に危険な治安状態の重大性を示す情報を含みうる。潜在
的に危険な治安状態の重大性は、潜在的に危険な治安状態が身体的危害を引き起こす可能
性、及び／又は、潜在的に危険な治安状態が引き起こす身体的危害の重大性に基づいて判
断されうる。
【００３１】
　環境アラート３２６は、潜在的に危険な環境状態を示す情報でありうる。潜在的に危険
な環境状態は、放射線、悪質な空気（例えば、有毒ガス、高濃度の粒子状物質、一酸化炭
素、二酸化炭素、オゾン、メタン等の高レベル温室効果ガス）、通常より高い太陽放射、
高い花粉数等を含みうる。潜在的に危険な環境状態の重大性は、潜在的に危険な環境状態
が身体的危害を引き起こす可能性、及び／又は、潜在的な環境状態が引き起こしうる身体
的危害の重大性に基づいて判断されうる。ウェアラブルアラートシステム３００は、潜在
的に危険な環境条件を検出する一つ以上の環境センサ１８０のロケーションに基づいて、
潜在的に危険な環境状態のロケーションを判断しうる。例えば、環境センサ１８０を含む
ウェアラブルアラート装置１００は、潜在的に危険な環境状態を検出して、潜在的に危険
な環境状態を示す情報をウェアラブルアラートシステム３００へ出力しうる。ウェアラブ
ルアラート装置１００は、ウェアラブルアラート装置１００のロケーションを示す情報を
出力しうる。代替的に、ウェアラブルアラートシステム３００は、ウェアラブルアラート
装置１００のロケーションを判断しうる。
【００３２】
　（上述のように）地域内の危険状態に関する一般的に適用可能なアラートに加えて、ア
ラートデータベース３２０は、ウェアラブルアラートシステム３００の特定ユーザを対象
とする個別アラート３２８も記憶しうる。個別アラート３２８は、サードパーティから受
信されうる。例えば、個別アラート３２８は、ロジャック(LoJack（登録商標）)のような
車両追跡システム、オンスター(OnStar（登録商標）)のような会員制車両ベースアラート
システム、ホームセキュリティ監視システム等から受信されうる（LOJACKはロジャック社
(Lojack Corporation)の登録商標である。ONSTARはオンスターＬＬＣ(Onstar LLC)の登録
商標である）。個別アラート３２８（例えばホームセキュリティ監視システムからのアラ
ート）は、サードパーティシステムから受信され、ウェアラブルアラート装置１００のロ
ケーションに関係なくウェアラブルアラート装置１００へ出力される。付加的又は代替的
に、ユーザと関連するウェアラブルアラート装置１００のロケーションに基づいてウェア
ラブルアラートシステム３００又はサードパーティシステムにより個別アラート３２８が
作成されうる。
【００３３】
　装置ロケーションデータベース３４０は、ウェアラブルアラート装置１００の実時間ロ
ケーションを示す情報を記憶する。（ここで使用される際に、ウェアラブルアラート装置
１００の「実時間」ロケーションは、ウェアラブルアラート装置１００の準実時間ロケー
ションを含みうる。）装置ロケーションデータベース３４０は、固定環境センサ１９０及
び／又はポータブル装置２８０のロケーションを示す情報も記憶しうる。装置ロケーショ
ンデータベース３４０は、ウェアラブルアラート装置１００及び／又はポータブル装置２
８０の実時間（又は準実時間）動的ロケーションを示す情報を含むように自動的及び／又
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は反復的に更新されうる。装置ロケーションデータベース３４０は、単一の有形装置に記
憶されるものであれ多数の有形装置に記憶されるものであれ、整理された情報の集合体で
ありうる。装置ロケーションデータベース３４０は、例えば一つ以上の記憶装置２２０に
記憶されうる。
【００３４】
　ウェアラブルアラート装置１００及び／又はポータブル装置２８０のロケーションは、
例えば、位置センサ１７０、セルネットワーク三角測量、ネットワーク又は基地局の識別
等のうち一つによって、ウェアラブルアラート装置１００及び／又はポータブル装置２８
０により判断されうる。付加的又は代替的に、ウェアラブルアラート装置１００及び／又
はポータブル装置２８０のロケーションは、例えばセルネットワーク三角測量、ネットワ
ーク又は基地局の識別等により、サーバ２１０又は他のネットワーク装置により判断され
うる。付加的または代替的に、ウェアラブルアラート装置１００は、上述した別のポータ
ブル電子装置（例えばスマートフォン、車両等）とペアを組み、ウェアラブルアラートシ
ステム３００は、ポータブル電子装置のロケーションに基づいてウェアラブルアラート装
置１００のロケーションを判断しうる。ポータブル電子装置のロケーションは、ポータブ
ル電子装置により（例えば、ＧＰＳ、セルネットワーク三角測量、ネットワーク又は基地
局の識別等により）、あるいはサーバ２１０又は他のネットワーク装置（例えばセルネッ
トワーク三角測量、ネットワーク又は基地局の識別等により）判断されうる。
【００３５】
　ユーザプロフィールデータベース３８０は、ウェアラブルアラートシステム３００の各
ユーザについてのユーザプロフィールを記憶する。ユーザプロフィールデータベース３８
０は、単一の有形装置に記憶されるものであれ多数の有形装置に記憶されるものであれ、
整理された情報の集合体でありうる。ユーザプロフィールデータベース３８０は、例えば
一つ以上の記憶装置２２０に記憶されうる。
【００３６】
　各ユーザプロフィールは、一つ以上のウェアラブルアラート装置１００を特定する情報
を含みうる。付加的に、各ユーザプロフィールは、ユーザが受信したいと思うアラートの
タイプを示すユーザ選好を含みうる。例えば、ユーザプロフィールは、気象アラート３２
２及び／又は治安アラート３２４を受信する選好を示しうる。別の例において、ユーザプ
ロフィールは、指定の重大性を有する気象アラート３２２及び／又は治安アラート３２４
を受信する選好を示しうる。付加的に、各ユーザプロフィールは、ウェアラブルアラート
システム３００を介してユーザが個別アラート３２８を受信しうるように、サードパーテ
ィサービス（例えば、車両追跡システム、会員制車両ベースアラートシステム、ホームセ
キュリティ監視システム等）を特定する情報を含みうる。ユーザ選好は、各ユーザから受
信されうる。例えば、ウェアラブルアラートシステム３００は、ウェブブラウザ、携帯電
話アプリ等を用いてユーザがユーザ選好を指定するためのユーザインタフェースとなりう
る。
【００３７】
　ウェアラブルアラートシステム３００は、地域内の潜在的に危険な状態（例えば気象ア
ラート３２２、治安アラート３２４、環境アラート３２６等）に関するアラートを受信し
て、地域内のウェアラブルアラート装置１００（又は潜在的危険状態に関するアラートを
受信する選好を示すユーザプロフィールを持つユーザのウェアラブルアラート装置１００
）へアラートを出力する。付加的又は代替的に、ウェアラブルアラートシステム３００は
、ユーザの為の個別アラートを受信し、ユーザと関連するウェアラブルアラート装置１０
０へ個別アラートを出力しうる。
【００３８】
　上述したように、ウェアラブルアラートシステム３００は、ユーザのウェアラブルアラ
ート装置１００のロケーションに関係なくユーザへの送信を目的とするサードパーティサ
ービスから個別アラート３２８を受信しうる。付加的又は代替的に、ウェアラブルアラー
トシステム３００は、ユーザのウェアラブルアラート装置１００のロケーションに基づい



(13) JP 2019-507449 A 2019.3.14

10

20

30

40

50

て作成された個別アラート３２８も出力しうる。
【００３９】
　個別アラート３２８は、ウェアラブルアラートシステム３００により、又はサードパー
ティシステムにより作成されうる。例えば、米国特許出願第１４／９７９，４３４号に記
載された犯罪予測システムは、犯罪データと気象状態との間の相関関係に基づいて犯罪率
履歴を調節することにより「犯罪予報」を作成する。その例で、ウェアラブルアラートシ
ステム３００は、ユーザのウェアラブルアラート装置１００の実時間ロケーションを示す
情報を、ユーザのウェアラブルアラート装置１００のロケーションに基づいて犯罪予報を
作成する犯罪予報システムへ出力し、犯罪予報システムにより作成される犯罪予報が（犯
罪予報システムにより判断された、ユーザと関連するユーザプロフィールに指定された等
の）所定の閾値を超えた場合に、ウェアラブルアラートシステム３００はユーザのウェア
ラブルアラート装置１００へアラートを出力しうる。
【００４０】
　別の例において、米国特許第８，２２９，４６７号に記載された注意報システム８ｃ（
例えばロケーションベースの日付表示システム）は、ロケータ及びロケティの通信装置の
実時間ロケーションを整合させるとともにロケータ及びロケティと関連するユーザプロフ
ィール基準と整合させる解析ユニット１２ｃを含む。この例で、ウェアラブルアラートシ
ステム３００は、ユーザのウェアラブルアラート装置１００の実時間ロケーションを示す
情報を解析ユニット１２ｃへ出力し、ユーザのウェアラブルアラート装置１００の（注意
報システム８ｃにより判断された、ユーザと関連するユーザプロフィールに指定された等
の）所定の空間範囲内に、ユーザプロフィール基準と整合するロケティが存在すると解析
ユニット１２ｃが判断した場合に、ユーザのウェアラブルアラート装置１００へアラート
を出力しうる。
【００４１】
　別の例において、米国特許第８，６１１，９２７号に記載の注意報システム８ｃは、ロ
ケティ通信装置（例えば子供用通信装置）がロケータ通信装置（例えば親用通信装置）の
指定空間範囲の外にある時にロケータ通信装置へアラートを出力する解析ユニット１２ｃ
を含む。この例で、ウェアラブルアラートシステム３００は、ユーザのウェアラブルアラ
ート装置１００の実時間ロケーションを示す情報を解析ユニット１２ｃへ出力し、ユーザ
のウェアラブルアラート装置１００の（注意報システム８ｃにより判断された、ユーザと
関連するユーザプロフィールにして指定された等の）指定空間範囲の外側にロケティ通信
装置があると解析ユニット１２ｃが判断した場合にユーザのウェアラブルアラート装置１
００へアラートを出力する。米国特許第８，６１１，９２７号に記載の注意報システム８
ｃも、ロケティ通信装置が予測移動経路を逸脱する、指定の到着時刻までにロケーション
に到着しない、指定の到着時刻までにロケーションに到着する、指定のジオリファレンス
エリアに存在する等の場合に、ロケータ通信装置へアラートを出力しうる。ウェアラブル
アラートシステム３００は、米国特許第８，６１１，９２７号に記載のように注意報シス
テム８ｃによる判断に基づいてユーザのウェアラブルアラート装置１００へアラートを出
力しうる。
【００４２】
　付加的又は代替的に、ウェアラブルアラートシステム３００は、ウェアラブルアラート
装置１００を介して受信されたアラートを別の人へ転送する機能性をユーザに提供しうる
。例えば、雷のような潜在的危険状態に関する気象アラート３２２を受信した２０マイル
の外出中のバイク運転者が、ルート変更について友人や家族に知らせたいことがありうる
。別の例で、治安アラート３２４を受信したジョギング中の人が、安全な場所へ向かって
いることを友人や家族に知らせたいことがありうる。別の例で、ホームセキュリティ監視
システムから個別アラート３２８を受信した犬の散歩中の人が、（例えば、家主の方が早
く家に着くことができるか、犬の散歩中の人が一人で家をチェックするのが不都合である
場合に）家主に知らせたいことがありうる。
【００４３】
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　ウェアラブルアラートシステム３００は、Ｅメール、テキストメッセージ等を介して、
アラートを（追加情報とともに）別のウェアラブルアラート装置１００又は他の通信装置
（例えば携帯電話、コンピュータ等）へ転送する機能性をユーザに提供しうる。ウェアラ
ブルアラート装置１００は、別のウェアラブルアラート装置１００又は他の通信装置への
送信の為に、アラートを（該当する場合に追加情報も）一つ以上の通信ネットワーク２３
０へ出力しうる。上述のように、ウェアラブルアラート装置１００は一つ以上のネットワ
ーク２３０と直接的に通信しうるか、一つ以上のネットワーク２３０と通信しうる別のポ
ータブル電子装置（例えばスマートフォン、車両等）と通信しうる。ウェアラブルアラー
ト装置１００は、別の人の連絡先情報（例えば電話番号、Ｅメールアドレス等）と、ユー
ザがアラートとともに送ろうとする追加情報とをユーザが入力するための入力装置（例え
ばボタン、タッチスクリーン等）を含みうる。付加的または代替的に、ウェアラブルアラ
ートシステム３００は、（例えばウェブブラウザ、携帯電話アプリ等を用いて）ユーザ及
びウェアラブルアラート装置１００と関連するユーザプロフィールに一人以上の人の連絡
先情報を記憶する機能性をユーザに提供しうる。この例で、ウェアラブルアラート装置１
００は、ユーザがユーザプロフィールから一人以上の人を選択する（必要であればアラー
トとともに送られる追加情報を入力する）ためのユーザ入力装置を含みうる。付加的又は
代替的に、ウェアラブルアラートシステム３００は、ウェブブラウザ、携帯電話アプリ等
を介し、別の通信装置（例えば携帯電話、コンピュータ等）を用いて、ユーザプロフィー
ルから一人以上の人を選択する（必要であればアラートとともに送られる追加情報を入力
する）機能性をユーザに提供しうる。
【００４４】
　付加的又は代替的に、ウェアラブルアラートシステム３００は、ユーザが異常な生理学
的状態を体験しているとの判断を受けてウェアラブルアラート装置１００が自動的にアラ
ートを緊急連絡先へ出力するように構成されうる。上述したように、ウェアラブルアラー
ト装置１００は、例えば、体温、心拍数、脳活動、筋肉運動、発汗量、血圧、パルスオキ
シメトリ、呼吸量等を監視する一つ以上の生理学的センサ１８０を含みうる。ウェアラブ
ルアラートシステム３００は、一つ以上の生理学的センサ１８０が正常範囲の外にある生
理学的パラメータを検出しているとの判断に基づいて、ユーザが異常な生理学的状態を体
験していると判断しうる。付加的又は代替的に、一つ以上の位置センサ１７０からの出力
が、地面に倒れているユーザと一致する場合に、ウェアラブルアラートシステム３００は
ユーザが異常な生理学的状態を体験していると判断しうる。
【００４５】
　ユーザが異常な生理学的状態を潜在的に体験しているかどうかは、ウェアラブルアラー
ト装置１００及び／又は解析ユニット３６０により判断されうる。一実施形態において、
ウェアラブルアラート装置１００は、（例えば一つ以上の生理学的センサ１８０により判
断される）生理学的パラメータ及び／又は（例えば一つ以上の位置センサ１７０により判
断される）地面に対するユーザの位置に基づいて、ウェアラブルアラート装置１００のユ
ーザが異常な生理学的状態を潜在的に体験しているかどうかを判断するように構成されう
る。この実施形態において、ウェアラブルアラート装置１００は、緊急連絡先への送信の
為に通信ネットワーク２３０へアラートを出力する解析ユニット３６０への送信の為に、
ユーザが異常な生理学的状態を潜在的に体験しているとの指示を通信ネットワーク２３０
へ出力する。別の実施形態では、（例えば一つ以上の生理学的センサ１８０により判断さ
れる）生理学的パラメータを示す情報及び／又は（例えば一つ以上の位置センサ１７０に
より判断される）地面に対するユーザの位置を示す情報を、解析ユニット３６０への送信
の為に通信ネットワーク２３０へ出力するようにウェアラブルアラート装置１００が構成
されうる。（ウェアラブルアラート装置１００は、生理学的及び／又は位置情報が所定の
閾値を満たすか超えている時等に、生理学的及び／又は位置情報を規則的又は不規則的に
、一定のスケジュールで、反復的に、連続的に出力するように構成されうる。）この実施
形態において、解析ユニット２３０は、生理学的及び／又は位置情報を受信し、ユーザが
異常な生理学的状態を潜在的に体験しているかどうかを判断し、体験している場合には緊
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急連絡先への送信の為に通信ネットワーク２３０へアラートを出力する。
【００４６】
　ウェアラブルアラートシステム３００は、ユーザ及びウェアラブルアラート装置１００
と関連するユーザプロフィールに緊急連絡先の連絡先情報を記憶するための機能性をユー
ザに提供しうる。ウェアラブルアラート装置１００が間違ったアラームを出力するのを防
止するため、ウェアラブルアラート装置１００は最初に、ユーザが異常な生理学的状態を
体験しているとシステム３００が判断したとのアラートを装置１００のユーザへ出力し、
ユーザが緊急連絡先へのアラートの出力を望んでいないと入力装置を介して指示するため
の機能性をユーザに提供しうる。ウェアラブルアラートシステム３００は、ウェアラブル
アラート装置１００のユーザが異常な生理学的状態を体験していることと、装置ロケーシ
ョンデータベース３４０に記憶されたウェアラブルアラート装置１００の実時間ロケーシ
ョンとを示すアラートを出力しうる。
【００４７】
　図４は、本発明の例示的実施形態による、アラートを出力する為のプロセス４００ａと
プロセス４００ｂとを説明するフローチャートである。ウェアラブルアラートシステム３
００は、プロセス４００ａと４００ｂのいずれか又は両方を、別々に又は組み合わせて実
施しうる。
【００４８】
　プロセス４００ａを参照すると、ウェアラブルアラートシステム３００はステップ４０
２でウェアラブルアラート装置１００の実時間ロケーションを示す情報を受信する。ウェ
アラブルアラート装置１００の実時間ロケーションは、ウェアラブルアラート装置１００
により、及び／又はサーバ又は他のネットワーク装置により判断されうる。付加的又は代
替的に、ウェアラブルアラート装置１００は、ポータブル電子装置（例えばスマートフォ
ン、車両等）とペアにされ、ポータブル電子装置のロケーションに基づいてウェアラブル
アラート装置１００の実時間ロケーションが判断されうる。
【００４９】
　ウェアラブルアラートシステム３００は、ステップ４０４でウェアラブルアラート装置
１００の実時間ロケーションを示す情報を装置ロケーションデータベース３４０に記憶す
る。ウェアラブルアラートシステム３００は、ウェアラブルアラート装置１００の実時間
ロケーションを示す情報を反復的に受信し、ウェアラブルアラート装置１００の実時間ロ
ケーションを反映するように装置ロケーションデータベース３４０を自動的かつ反復的に
更新しうる。
【００５０】
　ウェアラブルアラートシステム３００は、ステップ４０６で、地域内の潜在的危険状態
を示す情報を受信する。潜在的危険状態を示す情報は、例えば、上述のように気象アラー
ト３２２、治安アラート３２４、及び／又は環境アラート３２６でありうる。
【００５１】
　ウェアラブルアラートシステム３００は、ステップ４０８で地域内に位置するウェアラ
ブルアラート装置１００を特定する。
【００５２】
　ウェアラブルアラートシステム３００は、ステップ４１０で、地域内に位置するウェア
ラブルアラート装置１００への送信の為に通信ネットワーク２３０へアラートを出力する
。
【００５３】
　プロセス４００ｂを参照すると、ウェアラブルアラートシステム３００はステップ４１
２でユーザプロフィールをユーザプロフィールデータベース３８０に記憶する。ユーザプ
ロフィールの各々は、少なくとも一つのアラート装置１００を特定する。
【００５４】
　ウェアラブルアラートシステム３００は、ステップ４１４で、ウェアラブルアラートシ
ステム３００を介してユーザが個別アラート３２８を受信しうるように、一つ以上のサー
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ドパーティサービス（例えば車両追跡システム、会員制車両ベースアラートシステム、ホ
ームセキュリティ監視システム等）を特定するようにプロフィールを更新する。
【００５５】
　ウェアラブルアラートシステム３００はステップ４１６で、ユーザの為の個別アラート
３２８を受信する。個別アラート３２８は、ステップ４１４で特定されたサードパーティ
サービスから受信されうる。
【００５６】
　ウェアラブルアラートシステム３００は、ステップ４１８でユーザと関連する少なくと
も一つのウェアラブルアラート装置１００を判断する。
【００５７】
　ウェアラブルアラートシステム３００は、ステップ４２０で、ユーザと関連する少なく
とも一つのウェアラブルアラート装置１００への送信の為に通信ネットワーク２３０へア
ラートを出力する。
【００５８】
　図５は、本発明の例示的実施形態による、緊急連絡先へアラートを出力する為のプロセ
ス５００を例示するフローチャートである。
【００５９】
　ウェアラブルアラートシステム３００は、ステップ５０２でウェアラブルアラート装置
１００の実時間ロケーションを示す情報を受信する。ウェアラブルアラート装置１００の
実時間位置は、ウェアラブルアラート装置１００により、及び／又はサーバ２１０又は他
のネットワーク装置により判断されうる。付加的または代替的に、ウェアラブルアラート
装置１００はポータブル電子装置（例えばスマートフォン、車両等）とペアにされ、ポー
タブル電子装置のロケーションに基づいてウェアラブルアラート装置１００の実時間ロケ
ーションが判断されうる。
【００６０】
　ウェアラブルアラートシステム３００は、ステップ５０４でウェアラブルアラート装置
１００の実時間ロケーションを示す情報を装置ロケーションデータベース３４０に記憶す
る。ウェアラブルアラートシステム３００は、ウェアラブルアラート装置１００の実時間
ロケーションを示す情報を反復的に受信し、ウェアラブルアラート装置１００の実時間ロ
ケーションを反映するように装置ロケーションデータベース３４０を自動的かつ反復的に
更新しうる。
【００６１】
　ウェアラブルアラートシステム３００は、ステップ５０６で、ユーザが異常な生理学的
状態を体験していると判断する（そしてユーザが異常な生理学的状態を体験しているとの
指示を出力し、これは解析ユニット３６０で受信される）。上述したように、ウェアラブ
ルアラート装置１００及び／又は解析ユニット３６０は、一つ以上の生理学的センサ１８
０及び／又は位置センサ１７０の出力に基づいて異常な生理学的状態を判断しうる。
【００６２】
　ウェアラブルアラートシステム３００は、ステップ５０８でウェアラブルアラート装置
１００のユーザの緊急連絡先を判断する。緊急連絡先は、ユーザ及びウェアラブルアラー
ト装置１００と関連するユーザプロフィールに記憶されうる。
【００６３】
　ウェアラブルアラートシステム３００はステップ５１０で、ウェアラブルアラート装置
１００のユーザの緊急連絡先へアラートを出力する。アラートは、ステップ５０２で受信
されてステップ５０４で装置ロケーションデータベース３４０に記憶されるウェアラブル
アラート装置１００の実時間ロケーションと、ウェアラブルアラート装置１００が異常な
生理学的状態を体験しているとの指示とを含みうる。
【００６４】
　好適な実施形態が上に提示されたが、本開示を検討した当業者は、本発明の範囲内で他
の実施形態が具現されうることを容易に認識するだろう。例えば、特定数のハードウェア
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のため、本発明は添付の請求項のみにより制限されるものと解釈されるべきである。
【符号の説明】
【００６５】
　１００　ウェアラブルアラート装置
　１１０　処理ユニット
　１２０　送信器
　１２３　アンテナ
　１３０　受信器
　１４０　メモリ
　１５０　電源
　１５２　エナジーハーベスティング装置
　１６０　出力装置
　１７０　位置センサ
　１８０　生理学的センサ
　１９０ａ，ｂ，ｃ　環境センサ
　２００　アーキテクチャ
　２１０　サーバ
　２２０　記憶装置
　２３０　ネットワーク
　２８０　ポータブル装置
　３００　ウェアラブルアラートシステム
　３２０　アラートデータベース
　３２２　気象アラート
　３２４　治安アラート
　３２６　環境アラート
　３２８　個別アラート
　３４０　装置ロケーションデータベース
　３６０　解析ユニット
　３８０　ユーザプロフィールデータベース
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【図１】

【図２】

【図３】

【図４】 【図５】



(19) JP 2019-507449 A 2019.3.14

【手続補正書】
【提出日】平成30年8月9日(2018.8.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータ実行方法であって、
　ウェアラブルアラート装置をユーザと関連付けるユーザプロフィールを記憶することで
あって、前記ユーザプロフィールが緊急連絡先についての連絡先情報を含むことと、
　前記ウェアラブルアラート装置の実時間ロケーションを示す情報を受信することと、
　前記ウェアラブルアラート装置の前記ユーザが異常な生理学的状態を潜在的に体験して
いることを示す情報を前記ウェアラブルアラート装置から受信することと、
　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションを含むアラートと、前記ウェ
アラブルアラート装置の前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体験していると
の指示とを、前記緊急連絡先への送信の為に通信ネットワークへ出力することと、
を包含する、コンピュータ実行方法。
【請求項２】
　前記ウェアラブルアラート装置が、前記ユーザの一つ以上の生理学的パラメータを判断
する一つ以上の生理学的センサを含み、
　前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体験しているとの判断が、前記一つ以
上の生理学的パラメータに基づく、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ウェアラブルアラート装置が、前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体
験していると前記一つ以上の生理学的パラメータに基づいて判断し、
　前記ウェアラブルアラート装置が、前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体
験していることを示す前記情報を一つ以上のサーバへの送信の為に通信ネットワークへ出
力し、
　前記一つ以上のサーバが前記アラートを出力する、
請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ウェアラブルアラート装置が、前記一つ以上の生理学的パラメータを前記一つ以上
のサーバへの送信の為に通信ネットワークへ出力し、
　前記一つ以上のサーバが、前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体験してい
ると前記一つ以上の生理学的パラメータに基づいて判断し、
　前記一つ以上のサーバが前記アラートを出力する、
請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記一つ以上の生理学的パラメータが、体温、心拍数、脳活動、筋肉運動、発汗量、血
圧、パルスオキシメトリ、血液成分、呼吸数、皮膚電位、又は脳波を包含する、請求項２
に記載の方法。
【請求項６】
　前記ウェアラブルアラート装置が、地面に対する前記ユーザの位置を判断する一つ以上
の位置センサを含み、
　前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体験しているとの前記判断が、前記地
面に対する前記ユーザの前記位置に基づく、
請求項１に記載の方法。
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【請求項７】
　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションを示す前記情報の受信が、
　　前記ウェアラブルアラート装置の実時間ロケーションを示す情報を反復的に受信する
ことと、
　　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションを反映するように装置ロケ
ーションデータベースを自動的かつ反復的に更新することと、
を包含する、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションが前記ウェアラブルアラート
装置により判断される、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションがネットワーク装置により判
断される、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ウェアラブルアラート装置がポータブル電子装置と無線で通信し、前記ポータブル
電子装置のロケーションに基づいて前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーシ
ョンが判断される、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　ウェアラブルアラート装置をユーザと関連付けるユーザプロフィールを記憶するユーザ
プロフィールデータベースであって、前記ユーザプロフィールが緊急連絡先についての連
絡先情報を含む、ユーザプロフィールデータベースと、
　前記ウェアラブルアラート装置の実時間ロケーションを示す情報を記憶する装置ロケー
ションデータベースと、
　解析ユニットであって、
　　前記ウェアラブルアラート装置の前記ユーザが異常な生理学的状態を潜在的に体験し
ていることを示す情報を前記ウェアラブルアラート装置から受信し、
　　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションを含むアラートと、前記ウ
ェアラブルアラート装置の前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体験している
との指示とを前記緊急連絡先への送信の為に通信ネットワークへ出力する、
解析ユニットと、
を包含するシステム。
【請求項１２】
　前記ウェアラブルアラート装置が、前記ユーザの一つ以上の生理学的パラメータを判断
する一つ以上の生理学的センサを含み、
　前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体験しているとの判断が、前記一つ以
上の生理学的パラメータに基づく、
請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記ウェアラブルアラート装置が、前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体
験していると前記一つ以上の生理学的パラメータに基づいて判断し、
　前記ウェアラブルアラート装置が、前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体
験していることを示す前記情報を前記解析ユニットへの送信の為に通信ネットワークへ出
力する、
請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記ウェアラブルアラート装置が、前記一つ以上の生理学的パラメータを前記解析ユニ
ットへの送信の為に通信ネットワークへ出力し、
　前記解析ユニットが、前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体験していると
前記一つ以上の生理学的パラメータに基づいて判断する、
請求項１２に記載のシステム。
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【請求項１５】
　前記一つ以上の生理学的パラメータが、体温、心拍数、脳活動、筋肉運動、発汗量、血
圧、パルスオキシメトリ、血液成分、呼吸数、皮膚電位、又は脳波を包含する、請求項１
２に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記ウェアラブルアラート装置が、前記地面に対する前記ユーザの位置を判断する一つ
以上の位置センサを含み、
　前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体験しているとの判断が、前記地面に
対する前記ユーザの前記位置に基づく、
請求項１１に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションを反映するように前記装置ロ
ケーションデータベースが自動的かつ反復的に更新される、請求項１１に記載のシステム
。
【請求項１８】
　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションが前記ウェアラブルアラート
装置により判断される、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションがネットワーク装置により判
断される、請求項１１に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記ウェアラブルアラート装置がポータブル電子装置と無線で通信し、前記ウェアラブ
ルアラート装置の前記実時間ロケーションが前記ポータブル電子装置のロケーションに基
づいて判断される、請求項１１に記載のシステム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６４】
　好適な実施形態が上に提示されたが、本開示を検討した当業者は、本発明の範囲内で他
の実施形態が具現されうることを容易に認識するだろう。例えば、特定数のハードウェア
構成要素、ソフトウェアモジュール、その他の開示は、限定的ではなく例示的である。そ
のため、本発明は添付の請求項のみにより制限されるものと解釈されるべきである。
〔付記１〕
　コンピュータ実行方法であって、
　ウェアラブルアラート装置の実時間ロケーションを示す情報を受信することと、
　地域内の潜在的危険状態を示す情報を受信することと、
　前記ウェアラブルアラート装置が前記地域内にあるかどうかを判断することと、
　前記ウェアラブルアラート装置が前記地域内にあるとの判断を受けて前記ウェアラブル
アラート装置への送信の為に通信ネットワークへアラートを出力することと、
を包含するコンピュータ実行方法。
〔付記２〕
　前記潜在的危険状態を示す前記情報が環境センサから受信される、付記１に記載の方法
。
〔付記３〕
　前記環境センサが前記ウェアラブルアラート装置に含まれる、付記２に記載の方法。
〔付記４〕
　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションを示す情報の受信が、
　　前記ウェアラブルアラート装置の実時間ロケーションを示す情報を反復的に受信する
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ことと、
　　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションを反映するように装置ロケ
ーションデータベースを自動的かつ反復的に更新することと、
を包含する、付記１に記載の方法。
〔付記５〕
　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションが前記ウェアラブルアラート
装置により判断される、付記１に記載の方法。
〔付記６〕
　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションがネットワーク装置により判
断される、付記１に記載の方法。
〔付記７〕
　前記ウェアラブルアラート装置がポータブル電子装置と無線で通信し、前記ポータブル
電子装置のロケーションに基づいて前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーシ
ョンが判断される、付記１に記載の方法。
〔付記８〕
　各々がウェアラブルアラート装置をユーザと関連付ける複数のユーザプロフィールを記
憶すること、
をさらに包含する、付記１に記載の方法。
〔付記９〕
　前記ユーザプロフィールがユーザ選好も含み、
　ユーザの前記ユーザ選好がアラートを受信する選好を示すかどうかを前記潜在的危険状
態に基づいて判断することと、
　前記ユーザと関連する前記ウェアラブルアラート装置が前記地域内にあって前記ユーザ
と関連する前記ユーザ選好がアラートを受信する選好を示すとの前記潜在的危険状態に基
づく判断を受けて、前記ユーザと関連する前記ウェアラブルアラート装置への送信の為に
前記アラートを出力することと、
をさらに包含する方法である、付記８に記載の方法。
〔付記１０〕
　ユーザの為の個別アラートをサードパーティサービスから受信することと、
　前記ユーザと関連する前記ウェアラブルアラート装置を判断することと、
　前記ユーザと関連する前記ウェアラブルアラート装置への送信の為に前記個別アラート
を通信ネットワークへ出力することと、
をさらに包含する、付記８に記載の方法。
〔付記１１〕
　一つ以上のデータベースであって、
　　ウェアラブルアラート装置の実時間ロケーションと、
　　地域内の潜在的危険状態と、
を示す情報を記憶する一つ以上のデータベースと、
　解析ユニットであって、
　　前記ウェアラブルアラート装置が前記地域内にあるかどうかを判断して、
　前記ウェアラブルアラート装置が前記地域内にあるとの判断を受けて前記ウェアラブル
アラート装置への送信の為に通信ネットワークへアラートを出力する、
解析ユニットと、
を包含するシステム。
〔付記１２〕
　前記潜在的危険状態を示す前記情報が環境センサから受信される、付記１１に記載のシ
ステム。
〔付記１３〕
　前記環境センサが前記ウェアラブルアラート装置に含まれる、付記１２に記載のシステ
ム。
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〔付記１４〕
　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションを反映するように前記一つ以
上のデータベースが自動的かつ反復的に更新される、付記１１に記載のシステム。
〔付記１５〕
　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションが前記ウェアラブルアラート
装置により判断される、付記１１に記載のシステム。
〔付記１６〕
　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションがネットワーク装置により判
断される、付記１１に記載のシステム。
〔付記１７〕
　前記ウェアラブルアラート装置がポータブル電子装置と無線で通信し、前記ポータブル
電子装置のロケーションに基づいて前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーシ
ョンが判断される、付記１１に記載のシステム。
〔付記１８〕
　前記一つ以上のデータベースが、各々がウェアラブルアラート装置をユーザと関連付け
る複数のユーザプロフィールを記憶する、付記１１に記載のシステム。
〔付記１９〕
　前記ユーザプロフィールがユーザ選好も含み、
　前記解析ユニットが、
　　ユーザの前記ユーザ選好がアラートを受信する選好を示すかどうかを前記潜在的危険
状態に基づいて判断して、
　　前記ユーザと関連する前記ウェアラブルアラート装置が前記地域内にあって前記ユー
ザと関連する前記ユーザ選好がアラートを受信する選好を示すとの前記潜在的危険状態に
基づく判断を受けて、前記ユーザと関連する前記ウェアラブルアラート装置への送信の為
に前記アラートを出力する、
付記１８に記載のシステム。
〔付記２０〕
　前記一つ以上のデータベースが、サードパーティサービスからの前記ユーザの一人の為
の個別アラートを記憶し、
　前記解析ユニットが、
　　前記ユーザと関連する前記ウェアラブルアラート装置を判断し、
　　前記ユーザと関連する前記ウェアラブルアラート装置への送信の為に前記個別アラー
トを通信ネットワークへ出力する、
付記１８に記載のシステム。
〔付記２１〕
　コンピュータ実行方法であって、
　ウェアラブルアラート装置をユーザと関連付けるユーザプロフィールを記憶することで
あって、前記ユーザプロフィールが緊急連絡先についての連絡先情報を含むことと、
　前記ウェアラブルアラート装置の実時間ロケーションを示す情報を受信することと、
　前記ウェアラブルアラート装置の前記ユーザが異常な生理学的状態を潜在的に体験して
いることを示す情報を前記ウェアラブルアラート装置から受信することと、
　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションを含むアラートと、前記ウェ
アラブルアラート装置の前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体験していると
の指示とを、前記緊急連絡先への送信の為に通信ネットワークへ出力することと、
を包含する、コンピュータ実行方法。
〔付記２２〕
　前記ウェアラブルアラート装置が、前記ユーザの一つ以上の生理学的パラメータを判断
する一つ以上の生理学的センサを含み、
　前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体験しているとの判断が、前記一つ以
上の生理学的パラメータに基づく、
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付記２１に記載の方法。
〔付記２３〕
　前記ウェアラブルアラート装置が、前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体
験していると前記一つ以上の生理学的パラメータに基づいて判断し、
　前記ウェアラブルアラート装置が、前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体
験していることを示す前記情報を一つ以上のサーバへの送信の為に通信ネットワークへ出
力し、
　前記一つ以上のサーバが前記アラートを出力する、
付記２２に記載の方法。
〔付記２４〕
　前記ウェアラブルアラート装置が、前記一つ以上の生理学的パラメータを前記一つ以上
のサーバへの送信の為に通信ネットワークへ出力し、
　前記一つ以上のサーバが、前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体験してい
ると前記一つ以上の生理学的パラメータに基づいて判断し、
　前記一つ以上のサーバが前記アラートを出力する、
付記２２に記載の方法。
〔付記２５〕
　前記一つ以上の生理学的パラメータが、体温、心拍数、脳活動、筋肉運動、発汗量、血
圧、パルスオキシメトリ、血液成分、呼吸数、皮膚電位、又は脳波を包含する、付記２２
に記載の方法。
〔付記２６〕
　前記ウェアラブルアラート装置が、地面に対する前記ユーザの位置を判断する一つ以上
の位置センサを含み、
　前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体験しているとの前記判断が、前記地
面に対する前記ユーザの前記位置に基づく、
付記２１に記載の方法。
〔付記２７〕
　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションを示す前記情報の受信が、
　　前記ウェアラブルアラート装置の実時間ロケーションを示す情報を反復的に受信する
ことと、
　　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションを反映するように装置ロケ
ーションデータベースを自動的かつ反復的に更新することと、
を包含する、付記２１に記載の方法。
〔付記２８〕
　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションが前記ウェアラブルアラート
装置により判断される、付記２１に記載の方法。
〔付記２９〕
　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションがネットワーク装置により判
断される、付記２１に記載の方法。
〔付記３０〕
　前記ウェアラブルアラート装置がポータブル電子装置と無線で通信し、前記ポータブル
電子装置のロケーションに基づいて前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーシ
ョンが判断される、付記２１に記載の方法。
〔付記３１〕
　ウェアラブルアラート装置をユーザと関連付けるユーザプロフィールを記憶するユーザ
プロフィールデータベースであって、前記ユーザプロフィールが緊急連絡先についての連
絡先情報を含む、ユーザプロフィールデータベースと、
　前記ウェアラブルアラート装置の実時間ロケーションを示す情報を記憶する装置ロケー
ションデータベースと、
　解析ユニットであって、
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　　前記ウェアラブルアラート装置の前記ユーザが異常な生理学的状態を潜在的に体験し
ていることを示す情報を前記ウェアラブルアラート装置から受信し、
　　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションを含むアラートと、前記ウ
ェアラブルアラート装置の前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体験している
との指示とを前記緊急連絡先への送信の為に通信ネットワークへ出力する、
解析ユニットと、
を包含するシステム。
〔付記３２〕
　前記ウェアラブルアラート装置が、前記ユーザの一つ以上の生理学的パラメータを判断
する一つ以上の生理学的センサを含み、
　前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体験しているとの判断が、前記一つ以
上の生理学的パラメータに基づく、
付記３１に記載のシステム。
〔付記３３〕
　前記ウェアラブルアラート装置が、前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体
験していると前記一つ以上の生理学的パラメータに基づいて判断し、
　前記ウェアラブルアラート装置が、前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体
験していることを示す前記情報を前記解析ユニットへの送信の為に通信ネットワークへ出
力する、
付記３２に記載のシステム。
〔付記３４〕
　前記ウェアラブルアラート装置が、前記一つ以上の生理学的パラメータを前記解析ユニ
ットへの送信の為に通信ネットワークへ出力し、
　前記解析ユニットが、前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体験していると
前記一つ以上の生理学的パラメータに基づいて判断する、
付記３２に記載のシステム。
〔付記３５〕
　前記一つ以上の生理学的パラメータが、体温、心拍数、脳活動、筋肉運動、発汗量、血
圧、パルスオキシメトリ、血液成分、呼吸数、皮膚電位、又は脳波を包含する、付記３２
に記載のシステム。
〔付記３６〕
　前記ウェアラブルアラート装置が、前記地面に対する前記ユーザの位置を判断する一つ
以上の位置センサを含み、
　前記ユーザが前記異常な生理学的状態を潜在的に体験しているとの判断が、前記地面に
対する前記ユーザの前記位置に基づく、
付記３１に記載のシステム。
〔付記３７〕
　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションを反映するように前記装置ロ
ケーションデータベースが自動的かつ反復的に更新される、付記３１に記載のシステム。
〔付記３８〕
　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションが前記ウェアラブルアラート
装置により判断される、付記３１に記載のシステム。
〔付記３９〕
　前記ウェアラブルアラート装置の前記実時間ロケーションがネットワーク装置により判
断される、付記３１に記載のシステム。
〔付記４０〕
　前記ウェアラブルアラート装置がポータブル電子装置と無線で通信し、前記ウェアラブ
ルアラート装置の前記実時間ロケーションが前記ポータブル電子装置のロケーションに基
づいて判断される、付記３１に記載のシステム。
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摘要(译)

在一个实施例中，一种系统，该系统存储指示可穿戴警报设备的实时位置的信息，接收指示地理区域中的潜在危险状况的信息，确
定哪些可穿戴警报设备在该地理区域中，并输出警报 用于传输到该地理区域中的可穿戴警报设备。 在另一个实施例中，系统存储
用户配置文件，该用户配置文件将可穿戴警报设备与用户相关联，并包括用于紧急联系人的联系信息，接收指示可穿戴警报设备的
实时位置的信息以及指示可穿戴警报设备的用户的信息。 可穿戴警报设备潜在地正在经历异常的生理状况，并且输出警报以传输到
紧急联系人，该警报包括用户潜在地正在经历异常生理状况和可穿戴警报设备的实时位置的指示。
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